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勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

徳
島
県
知
事
表
彰

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

一
月
八
日

、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
新
春
を
飾
る
恒
例
の
平

成
十
八
年
勝
浦
町
消
防
出
初
式
が
勇

壮
か
つ
厳
粛
に
開
催
さ
れ
、
永
き
に

わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
星
谷
橋
下
流
河
川

敷
に
お
い
て
十
分
団
一
斉
の
放
水
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
の
使
命
で
あ
る
町
民
の
生
命

と
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
消
防
活
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
十
八
年

消
防
関
係
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

「
功

績

章
」

第
三
分
団

団

員

梯

謙

二

第
九
分
団

団

員

山

丸

敦

嗣

「
功

績

章
」

第
九
分
団

団

員

坪

井

康

宏

第
九
分
団

団

員

徳

政

英

宣

「
精

績

章
」

第
二
分
団

団

員

池

田

年

男

第
三
分
団

団

員

橋

本

隆

博

第
四
分
団

団

員

清

水

千
可
志

第
四
分
団

団

員

溝

内

秀

明

第
九
分
団

団

員

斎

藤

弘

第
三
分
団

団

員

山

西

培

夫

第
四
分
団

団

員

樫

原

護

第
七
分
団

団

員

多

田

憲

一

第
一
分
団

副
分
団
長

上

平

等

第
二
分
団

団

員

小

谷

泰

広

第
三
分
団

団

員

稲

川

敬

二

第
四
分
団

団

員

山

下

浩

司

第
五
分
団

団

員

山

口

康

弘

第
六
分
団

団

員

鈴

木

学

第
七
分
団

分
団
長

樋

本

一

市

第
八
分
団

団

員

葉

田

剛

第
九
分
団

団

員

中

仁

志

機

動

隊

隊

長

後

藤

信

之

第
一
分
団

団

員

岩

城

和

志

第
一
分
団

団

員

田

中

善

和

第
二
分
団

団

員

山

田

芳

嗣

第
三
分
団

団

員

橋

本

洋

一

第
三
分
団

団

員

亀

井

龍

一

第
三
分
団

団

員

小

関

新

悟

第
四
分
団

団

員

春

田

剛

志

第
五
分
団

副
分
団
長

黒

田

賦

第
六
分
団

団

員

中

西

孝

昭

第
七
分
団

団

員

太

田

一

生

第
八
分
団

団

員

坂

田

朋

生

第
九
分
団

団

員

瀬

戸

肇

機

動

隊

副
隊
長

松

本

博

文

第
一
分
団

前
分
団
長

宮

本

武

志

第
一
分
団

前
団
員

澤

野

肇

第
三
分
団

元
副
分
団
長

藤

田

実

第
三
分
団

前
団
員

寺

尾

紀

彦

第
四
分
団

元
分
団
長

中

尾

治

由

第
六
分
団

元
分
団
長

増

田

孝

作

第
七
分
団

元
分
団
長

田

中

広

之

第
七
分
団

元
副
分
団
長

樋

本

芳

雄

第
七
分
団

元
副
分
団
長

中

川

威

史

第
七
分
団

前
団
員

増

井

義

治

第
八
分
団

元
副
分
団
長

西

野

豊

第
八
分
団

元
副
分
団
長

前

田

勇

吉

第
八
分
団

元
班
長

中

根

義

廣

第
八
分
団

元
班
長

徳

山

敏

一

機

動

隊

前
隊
長

海

川

好

史

第
一
分
団

団

員

河

野

裕

第
一
分
団

団

員

戸

田

勇

輔

第
三
分
団

団

員

美

馬

裕

一

第
三
分
団

団

員

村

上

博

紀

第
四
分
団

団

員

森

下

了

三

第
六
分
団

団

員

近

藤

元

第
七
分
団

団

員

戸

村

哲

也

第
七
分
団

団

員

花

房

慎
太
郎

第
七
分
団

団

員

花

房

孝

義

第
七
分
団

団

員

樋

本

紀

亮

第
八
分
団

団

員

只

平

裕

第
八
分
団

団

員

野

上

武

志

第
八
分
団

団

員

福

岡

富
貴
人

第
八
分
団

団

員

森

野

光

樹

機

動

隊

隊

員

上

村

和

也

平
成
十
八
年
勝
浦
町
消
防
団
入
団
者

２

消防精神の高揚を図り
災害予防に努めます！

消防出初式 挙行�



３

Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
の
宮
本
ま
ど

か
さ
ん
と
母
山
下
尚
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
風
の
レ
ッ

ス
ン

～
音
が
ひ
び
き
ま
す
か
～

」
と
題
し
て
、
次
の

と
お
り
ピ
ア
ノ
演
奏
会
と
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

宮
本
ま
ど
か
さ
ん
は
、
五
歳
で
神
経
性
高
度
難
聴
と

診
断
さ
れ
、
浜
松
ろ
う
学
校
時
代
、
言
語
・
聴
覚
訓
練

と
同
時
に
ピ
ア
ノ
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
聴
力
障
害
者
の
時
間
」
の
司
会
者
を
務

め
る
な
ど
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
母
親
の
山
下
尚
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
で
は
、

苦
労
話
等
を
話
し
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
数
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日

時

平
成
十
八
年
二
月
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分
～（
開
場
は
午
後
十
二
時
～
）

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
２
）２
５
１
５

※
当
日
、
会
場
に
生
比
奈
・
横
瀬
小
学
校
や
勝
浦
中
学
校
の
生

徒
さ
ん
に
よ
る
人
権
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
百
点
を
掲
示
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小
さ
い
お
子
様
を
お
連
れ
の
方
は
、
教
育
委
員
会

で
お
預
か
り
で
き
ま
す
の
で
、
二
月
八
日

ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

宮
本
ま
ど
か
さ
ん

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

母

山
下
尚
子
さ
ん

講
演
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
耳
の
不
自
由
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

勝浦町人権フェスティバルのご案内2006

加
入
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
三
月
ご
ろ
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
四
国
か
ら
加
入
者
の
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
送
付
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
の
工
事
は
、
四

月
か
ら
順
次
、
屋
外
工
事
と
屋
内
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
工
事
の
済
ん
だ
ご
家
庭
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

費
用
で
す
が
、
加
入
時
の
料
金
は
工
事
の

済
ん
だ
翌
月
、
月
額
利
用
料
金
に
つ
い
て
は

工
事
終
了
月
の
翌
々
月
か
ら
の
支
払
い
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
確
認
と
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
作
成
に
伴
う

個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

今
回
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｐ
電
話
で
は
、
固

定
電
話
と
は
別
に
０
５
０
か
ら
始
ま
る
十
一

桁
の
電
話
番
号
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
、
氏
名
、

住
所
の
情
報
を
電
話
番
号
作
成
業
者
に
提
供

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号
帳
に
掲
載
し
た
く

な
い
方
は
、
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
総
務
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
宅
内
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ

引
き
込
み
口
の
確
認
に
つ
い
て

加
入
時
の
工
事
で
は
、
テ
レ
ビ
の
分
配
器

付
近
に
光
電
変
換
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
る
予
定
で
す
の
で
、
現
在
の
テ
レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
か
ら
の
引
き
込
み
口
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。同

一
敷
地
内
に
お
け
る
建
物
同
士
の
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
の
配
線
確
認
に
つ
い
て

例
え
ば
、
同
一
敷
地
内
に
母
屋
と
離
れ
が

あ
る
場
合
、
申
し
込
み
を
ひ
と
つ
で
済
ま
し
、

テ
レ
ビ
を
母
屋
と
離
れ
両
方
で
見
よ
う
と
考

え
て
い
る
場
合
、
母
屋
と
離
れ
の
テ
レ
ビ
の

配
線
が
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
つ
な
が
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
配
線
工

事
（
自
己
負
担
）
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

テ
レ
ビ
は
見
え
ま
せ
ん
。

既
存
ブ
ー
ス
タ
ー
の
撤
去
に
つ
い
て

今
回
、
光
電
変
換
装
置
に
ブ
ー
ス
タ
ー
機

能
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
家
庭
に
あ
る
既

存
ブ
ー
ス
タ
ー
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
不
要
な
ブ
ー
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
引

き
込
み
工
事
と
と
も
に
業
者
が
撤
去
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
テ
ナ
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
ご

自
分
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

加
入
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方

加
入
申
込
に
つ
い
て
、
「
病
院
に
入
院
し

て
い
た
た
め
提
出
で
き
て
い
な
い
」
「
長
期

的
に
不
在
だ
っ
た
た
め
内
容
を
知
ら
な
か
っ

た
」
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
申
し
込
み
が
で

き
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
総
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
四
月
一
日
以
降
に
な
る
と
、

加
入
時
の
料
金
が
高
額
に
な
り
ま
す
。

昨
年
十
二
月
末
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
申
し
込
み
で
す
が
、
一
千

六
百
七
十
八
世
帯
（
約
七
十
八
、
三
％
）

の
方
の
加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

勝浦町・上勝町情報通信基盤整備事業⑦

加
入
申
込
者
数
の

発
表
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
２
）２
５
１
１



勝
浦
郡
少
年
野
球
み
か
ん
大
会

第
十
二
回
勝
浦
郡
少
年
野
球
み
か

ん
大
会
が
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
開

催
さ
れ
、
県
下
各
地
か
ら
三
十
五
チ
ー

ム
約
七
百
人
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

準
決
勝
で
は
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
と

生
比
奈
ク
ラ
ブ
の
勝
浦
町
対
決
に
な

り
、
逆
転
、
逆
転
、
逆
転
の
手
に
汗

握
る
大
熱
戦
を
展
開
。
最
後
は
勝
浦

タ
イ
ガ
ー
ス
の
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
勝

敗
が
決
し
ま
し
た
。

勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
は
続
く
決
勝
で
、

羽
ノ
浦
パ
ピ
ヨ
ン
に
惜
敗
し
準
優
勝

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
ハ
ッ
ス
ル
プ

レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
皆
さ
ん
が
、
個
人
表
彰
を
さ

れ
ま
し
た
。
（
勝
浦
町
内
の
み
掲
載
）

ハ
ッ
ス
ル
支
部
長
賞

山

平

秀

和
く
ん
（
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
）

ハ
ッ
ス
ル
殊
勲
賞

市

川

貴

雄
く
ん
（
勝
浦
タ
イ
ガ
ー
ス
）

ハ
ッ
ス
ル
殊
勲
賞

引

地

拓

也
く
ん
（
生
比
奈
ク
ラ
ブ
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４

まちかど散歩みち

徳
島
県
軟
式
野
球
連
盟
は
、
二
〇
〇
五

年
度
の
優
秀
選
手
を
発
表
し
、
中
学
校
の

部
に
於
い
て
勝
浦
中
学
校
野
球
部
の
猪
子

翔
平
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
に
至
る
ま
で
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

徳徳島島県県軟軟式式野野球球連連盟盟

優優秀秀選選手手にに！！

猪

子

翔

平
く
ん

（
勝
浦
中
学
校
野
球
部
）

勝
浦
郡
少
年
野
球
連
合
会
主
催
・
勝
浦
町
観
光
協
会
共
催



５

machikado sanpomichi

地
区
対
抗
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
一
月
十
六
日
か
ら
勝
浦
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、
男
子
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
星
谷
Ａ
・
横
瀬
・
棚
野
と
、
星
谷
Ｂ
・
生
名
・
久
国
に
分
か

れ
て
の
リ
ー
グ
戦
と
し
、
各
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
棚
野
と
生
名
が
決
勝

戦
を
行
い
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
大
変
接
戦
で
し
た
が
、
リ
ー
ド
を
守
り
続
け
た
棚
野
が
、
生

名
の
追
い
上
げ
を
振
り
き
り
、
四
十
九
対
四
十
七
で
勝
利
し
ま
し
た
。

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地
区
対
抗

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第34回

優勝 棚 野 準優勝 生 名

Ａリーグ 星谷Ａ 横 瀬 棚 野

②星谷Ａ
24－16
○

24－26
×

③横 瀬 16－24
×

24－30
×

①棚 野 26－24
○

30－24
○

※久国チームは棄権

Ｂリーグ 星谷Ｂ 生 名 久 国

②星谷Ｂ
７－14
×

①生 名 14－７
○

久 国

徳 島 駅 伝第52回

新春の阿波路を駆け抜ける徳島駅伝が、１月４

日から６日までの３日間行われました。

県内市町村合併により、他のチーム状況が変わる

なか、勝浦郡チームは一つでも上の順位を目標に臨

みました。

結果は13年連続の総合12位に終わりましたが、一

般勢が力を十分発揮したほか、男女中高生が奮闘を

みせました。

今大会に際しましてご尽力くださいました後援会

の皆さんをはじめ、沿道各所でご声援くださいまし

た町民の皆さんに厚くお礼を申し上げます。

大会長から次の選手役員が表彰を受けました。

（敬称略 順不同）

躍 進 賞

勝浦郡チーム

永年出場競技者賞

市 原 誠

また、勝浦郡陸上競技協会後援会会長、勝浦郡選

手団団長から次の町内選手に各賞が贈られました。

（敬称略 順不同）

勝浦郡最優秀選手賞 木 原 祐 介

勝浦郡優秀選手賞 福 田 涼 駒 津 普 司

勝浦郡敢闘選手賞 粟飯原笑哉 小 西 美 佐

宮 田 光

勝浦郡新人選手賞 坂 口 慶 次 宮 本 一 也

勝浦郡選手団団長特別表彰 藤 木 浩 史
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時

間

午
前
九
時
四
十
五
分
～

午
前
十
一
時
十
五
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
及
び
園
庭)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容
生
活
環
境
が
変
化
し
、
子
育
て
に
お
い
て

も
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
多
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら
れ
て

多
く
の
方
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
子
育
て
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

電
話
で
の
ご
相
談
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

２)

３
０
７
７

経
済
的
理
由
で
小
・
中
学
校
に
か
か
る
費

用
の
支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
費
、

給
食
費
な
ど
を
支
給
す
る
就
学
援
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
三
日

～
二
十
日（

土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
２
）２
５

１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
貸
付
け
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
三
日

～
二
十
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
程
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
２
）２

５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先

勝
浦
町
役
場
住
民
課

申
込
受
付
期
間

ニ
月
十
日

～
三
月
三
十
一
日

申
込
書

別
紙
折
込
チ
ラ
シ

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者
氏
名

等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険
料
を
添
え

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

保
険
料

一
口

四
八
〇
円

（
一
人
ニ
口
ま
で
加
入
可
）

そ
の
他

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在
保
育
所
入
所

予
定
の
乳
幼
児
及
び
小
・
中
学
生
に
つ
い
て

は
、
町
が
一
口
分
の
み
半
額
負
担
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ役

場
住
民
課

（
２
）１
５
０
１

2月13日 ２月８日 ２月１日

★
人
形
劇
「
金
の
斧

銀
の
斧
」

午
前
十
時
～
十
時
四
十
五
分

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

★
２
月
誕
生
会

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

★
身
体
測
定

★
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
音
楽
鑑
賞

十
時
四
十
五
分
～

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
二
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
十
八
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金
貸
付
金

に
つ
い
て

町
民
交
通
傷
害
保
険



７

【
冬
場
の
運
転
に
備
え
て
】

冬
場
に
車
を
運
転
す
る

場
合
は
、
気
象
条
件
や
道

路
状
況
を
こ
ま
め
に
確
認

す
る
と
と
も
に
、
急
な
天

候
の
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
事
前
に
冬
用
タ
イ
ヤ

の
着
装
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
帯
な
ど
冬

道
対
策
に
万
全
を
期
し
ま
し
ょ
う
。

【
凍
結
時
の
注
意
】

ま
た
、
凍
結
や
積
雪
の
あ

る
路
面
は
、
乾
燥
し
た
路
面

に
比
べ
非
常
に
ス
リ
ッ
プ
し

や
す
く
な
り
、
制
動
距
離
も

当
然
長
く
な
り
ま
す
。

路
面
の
状
況
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
凍

結
し
や
す
い
日
陰
部
分
や
橋
上
、
下
り
坂
な

ど
の
手
前
で
は
速
度
を
十
分
に
落
と
す
と
と

も
に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ
て
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

走
り
慣
れ
な
い
道
や
冬
の
道
路
を
運
転
す

る
と
き
に
は
、
普
段
以
上
に
細
心
の
注
意
を

は
ら
っ
て
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。架

空
請
求
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
ご
注
意
！

『
お
か
し
い
な
』
『
困
っ
た
な
』

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
に

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

＃
９
１
１
０
又
は

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０

小
松
島
警
察
署
は

０
８
８
５
３（
２
）０
１
１
０

二
月･

三
月
の
猟
銃
等
講
習
会
日
程

経
験
者
講
習

二
月

八
日

池
田
警
察
署

二
十
二
日

徳
島
西
警
察
署

三
月

八
日

美
馬
警
察
署

二
十
二
日

小
松
島
警
察
署

初
心
者
講
習

四
月
五
日

徳
島
西
警
察
署

※
三
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
乗
用
装
置
（
人
が
乗
る
た
め
の
設
備
）

を
備
え
、
国
土
交
通
大
臣
の
形
式
認
定
を
受

け
た
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
実

態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ役

場
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
役
場
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
一
二
五
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
８
８（
６
４
１
）４
８
１
２

・
軽
自
動
車

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８（
６
４
１
）２
０
１
０

売
却
物
件

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
生
名
字
大
前
五
三
番

一
の
宅
地
（
実
測
面
積
四
九
八
、三
三
㎡
）

売
却
方
法

一
般
競
争
入
札

最
低
売
却
価
格

九
、二
一
九
千
円

説

明

会

二
月
十
五
日

午
後
二
時
か
ら

物
件
所
宅
地
で

入
札
参
加
申
し
込
み
期
間

二
月
八
日

～
二
月
二
十
七
日

提

出

先

徳
島
県
企
業
局
総
務
課

入
札
日
時

三
月
六
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

入
札
場
所

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地
県
庁
十
階

徳
島
県
企
業
局
会
議
室
で

入
札
参
加
要
領
の
交
付
申
し
込
み

そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
企
業
局
総
務
課
（
管
財
担
当
）

０
８
８（
６
２
１
）３
２
５
０

ご
存
知
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の

登
録
に
つ
い
て

冬
場
の
交
通
事
故
防
止

県
有
地
を
売
却

軽
自
動
車
の
廃
車･

名
義
変
更

は
お
済
み
で
す
か
？

徳島県警への相談 (相談窓口のご案内)

用 件 窓 口 電 話

ストーカー,悪質商法、薬物、

けん銃、廃棄物、性犯罪、

交通関係等様々な相談に応
じます。

県民の声１１０番

＃９１１０

(プッシュ回線のみ)

(088)653－9110

犯罪被害者相談・心のケア 犯罪被害者相談ダイヤル (088)656－8080

子供たちの悩み事相談 ヤングテレホン (088)625－8900

子供たちのいじめに関する相談 いじめホットライン (088)623－7324

運転免許に関する相談 運転免許案内 (088)622－0561

オウム真理教に関する相談 オウム24時間 (0120)00－6024



８

建
築
・
土
木
工
事

①
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
勝
浦
町
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

一
部
三
百
円
）

②
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書
・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書
・
労
働
保
険
加
入
証
明
書（
写
）

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行
証
明
書（
写
）

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書（
写
）

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
ま
た
は
振
込

み
通
知
書（
写
）

・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書（
写
）

・
建
設
業
許
可
通
知
書（
写
）

③
受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
一
日

（
期
間
厳
守
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

④
受
付
場
所

役
場
建
設
課

⑤
有
効
期
間

平
成
十
八
年
度

問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課

（
２
）１
５
０
６

そ
の
他
の
物
品
等

①
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
経

歴
書

一
式
（
国
・
県
の
様
式
に
準
ず
る
）

②
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書
・
損
益
計
算
書

・
貸
借
対
照
表
・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書
・
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

・
営
業
証
明
書
（
個
人
）
・
使
用
印
鑑
届

・
特
約
店
ま
た
は
代
理
店
の
証
明
書
（
写
）

・
営
業
に
関
す
る
許
可
、
認
可
等
の
証
明
書（
写
）

③
受
付
期
間

三
月
一
日

～
三
月
三
十
一
日

（
期
間
厳
守
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

④
受
付
場
所

役
場
総
務
課

⑤
有
効
期
間

平
成
十
八
年
度

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課

（
２
）２
５
１
１

※
但
し
、
町
外
建
設
業
者
は
、
平
成
九
年
度

を
最
初
の
期
間
と
す
る
隔
年
ご
と
の
申
請

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
付
け

義
務
教
育
終
了
ま
で
育
成
資
金
が

無
利
子

で
借
り
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方
の
０
歳

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お
子
様
。

貸
付
金
額

一

時

金

一
五
五
、〇
〇
〇
円

毎

月

二
〇
、〇
〇
〇
円

入
学
支
度
金

四
四
、〇
〇
〇
円

返
済
期
間

中
学
卒
業
後
二
十
年
以
内

（
高
校
・
大
学
等
に
進
学
す
る
場

合
は
、卒
業
ま
で
猶
予
）

重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因
で
、
脳
・
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
重
度
の

後
遺
障
害
を
持
つ
た
め
、
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方
。

支
給
金
額

①
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方
の
う
ち
、
「
重

度
後
遺
障
害
診
断
書
」
で
症
状
が
「
最
重

度
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
。

（
月
額
）
六
八
、四
四
〇
円
～
一
三
六
、八
八
〇
円

②
上
記
①
以
外
で
常
時
の
介
護
が
必
要
な
方

（
月
額
）
五
八
、五
七
〇
円
～
一
〇
八
、〇
〇
〇
円

③
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

（
月
額
）
二
九
、二
九
〇
円
～
五
四
、〇
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構

徳
島
支
所

〒
７
７
０
―
０
０
０
３

徳
島
市
北
田
宮
二
丁
目
十
四
番
五
十
号

（
徳
島
県
ト
ラ
ッ
ク
会
館
二
階
）

０
８
８（
６
３
１
）７
７
９
９

ご
存
知
で
す
か
？

交
通
遺
児
等
へ
育
成
資
金
貸
付
け

重
度
後
遺
障
害
者
へ
介
護
料
支
給

建
築･

土
木
工
事
等
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

の
受
付
け

生
き
方
を｢

型｣

に

は
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

｢

男
性
だ
か
ら
、
こ
う
あ
る
べ
き
。｣

、

｢

女
性
だ
か
ら
、
こ
う
あ
る
べ
き
。｣

、
わ

た
し
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
の
中
で
、

こ
の
よ
う
な
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。例

え
ば

｢

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭｣

、

｢

男
性
は
主
要
な
業
務（
主
）、
女
性
は
補

助
的
な
業
務
（
従
）｣

の
よ
う
に
性
別
で

役
割
を
固
定
的
に
考
え
る
こ
と
を｢

固
定

的
性
別
役
割
分
担
意
識｣

と
い
い
ま
す
。

こ
れ
が
い
き
す
ぎ
る
と
、
時
と
し
て
、

男
女
の
生
き
方
を
型
に
は
め
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

決
断
力
の
な
い
男
性
、
決
断
力
の
あ

る
女
性
だ
っ
て
い
ま
す
し
、
頼
り
に
な

る
女
性
や
頼
り
な
い
男
性
だ
っ
て
い
ま

す
。
責
任
あ
る
立
場
に
立
つ
女
性
だ
っ

て
沢
山
い
ま
す
よ
ね
。
仕
事
を
持
つ
女

性
が
増
え
た
現
在
、
家
事
を
女
性
だ
け

が
担
っ
て
い
て
は
、
女
性
の
負
担
が
大

き
い
で
し
ょ
う
。

｢

男
だ
か
ら｣

、｢

女
だ
か
ら｣

と
い
う

型
に
安
易
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１



９

住
民
税
・
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
自
ら

の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
一
年
間
の
所
得

を
計
算
し
適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
「
申
告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
期
限

ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申

告
を
し
た
り
す
る
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算

税
や
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
期
限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
一
般
の
人
の
場
合

平
成
十
七
年
中
に
事
業
所
得
（
農
業
・

商
業
等
）
、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
（
年

金
等
）
、
お
よ
び
譲
渡
所
得
（
土
地
等
を

売
っ
た
場
合
）
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
。

②
給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整
を
行
っ

た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完
了
し
て
い

ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
次
の
よ
う
な
人

は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
給
与

所
得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
源
泉

徴
収
税
額
が
あ
る
と
、
申
告
に
よ
り
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円
を
超
え

て
支
払
っ
た
と
き
。

・
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新
築
・
購
入

し
た
と
き
。

・
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ
た

た
め
に
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要
件
や

決
め
ら
れ
た
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合

①
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
「
給
与
支
払
報
告
書
」

③
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
「
医
療

費
の
領
収
書
お
よ
び
保
険
等
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

④
生
命
保
険
・
損
害
保
険
料
の
証
明
書

⑤
そ
の
他
「
印
鑑
」「
会
計
帳
簿
」「
収
支
の

わ
か
る
書
類
」

※
所
得
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申

告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、
保
険
税
の
減
額
に

該
当
し
て
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期

間
二
月
一
日

～
三
月
十
五
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
二
月
十

九
日
お
よ
び
二
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に
限

り
、
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付
を

行
い
ま
す
）

場

所

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

受
付
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

※
こ
の
期
間
、
徳
島
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
税
務
署

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

税
務
相
談
室
（
徳
島
分
室
）

０
８
８（
６
２
５
）１
９
３
３

勝
浦
町
税
務
課

（
２
）１
５
０
３

平
成
十
八
年
度
か
ら
徳
島
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
内
に
設
立
さ
れ
る
「
徳
島
滞
納
整

理
機
構
」
は
、
徳
島
県
と
県
下
の
全
市
町
村

が
構
成
団
体
と
な
り
、
市
町
村
民
税
（
住
民

税
・
固
定
資
産
税
・
個
人
県
民
税
含
む
。
）

と
目
的
税
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

者
に
対
し
、
町
か
ら
滞
納
事
案
の
移
管
を
受

け
差
押
・
公
売
等
の
滞
納
整
理
に
よ
り
、
税

金
の
徴
収
を
専
門
に
行
な
う
機
構
が
設
立
さ

れ
ま
す
。

税
務
課
だ
よ
り

住
民
税
・
所
得
税
の

確
定
申
告
は
正
し
く
期
限
内
に
！

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告

申
告
に
必
要
な
も
の

月 日 対象地区 会 場

２月16日 坂 本 坂本集会所

17日 坂 本 坂本集会所

20日 与 川 内 農村環境改善センター

22日 横 瀬 農村環境改善センター

23日 横 瀬 勝浦町役場

24日 中 山 中山集会所

27日 棚野・立川 勝浦町役場

28日 久 国 勝浦町役場

３月１日 生 名 勝浦町役場

２日 星 谷 星谷集会所

３日 中 角 農村婦人の家

６日 黒 岩 勝浦会館

７日 今 山 今山集会所

９日 山西・掛谷 ＪＡ生比奈支所

10日 石原・沼江 石原集会所

13日 全 町 勝浦町役場

14日 全 町 勝浦町役場

15日 全 町 勝浦町役場

※受付時間：午前９時～午後４時まで

２月23日 横瀬地区を対象に勝浦町役場で申告の受付を行な

いますが、当日、全町を対象に個人事業所の消費税申告と土地

等の譲渡所得や株式、配当等の分離課税に係る確定申告も受け

付けます。また、２月19日 、26日 にアスティとくしまにお

いても申告受付を行なっています。ご利用ください。

平成18年度 住民税の所得申告および
所得税確定申告受付会場

町
税
収
納
対
策
に

｢

徳
島
滞
納
整
理
機
構｣

を
設
立
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農
地
は
農
業
の
基
盤
で
あ
り
、
私
た
ち
の
食
糧
の
生
産
に
必
要
な
大
切
な
資

源
で
す
。
農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
及
び
貸
借
し
た
り
、
ま
た
宅
地
や
山
林
に

転
用
し
て
農
業
以
外
の
目
的
に
利
用
す
る
と
き
は
、
農
地
法
に
よ
る
許
可
が
必

要
で
す
。

４ 条・５ 条

農地の転用（農振除外）

３ 条

農地の売買

自
己
用
の
転
用

(

農
家
住
宅
・
植
林
・
駐
車
場
等)

の
場

合
、
農
地
法
第
四
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

一
方
、
転
用
（
一
般
住
宅
・
資
材
置
場
等
）
を
目
的
と

し
た
売
買
及
び
貸
借
の
場
合
、
農
地
法
第
五
条
に
よ
る
許

可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
土
地
が
農
振
農
用
地
区
域
内
の
場
合
そ
の
除
外
が
ま

ず
必
要
で
す
。
申
請
受
付
は
三
月
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
県
知
事
か
ら
除
外
申
請
に
対
す
る
同
意
が
得
ら
れ

る
の
が
九
月
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。
除
外
申
請
の
同
意
後
に

農
地
の
転
用
申
請
を
し
、
県
知
事
の
許
可
を
受
け
て
か
ら

目
的
の
地
目
に
転
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
締
め
切
り

を
過
ぎ
る
と
一
年
先
送
り
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

農
地
を
農
地
と
し
て
売
買
し
た
い
方
、
贈
与
し
た
い
方

等
は
農
地
法
第
三
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
相
続
に
よ
る
登
記
の
場
合
、
農
業
委
員
会
の
許
可
は
要
り

ま
せ
ん
。

募

集

こ
の
た
び
、
徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
よ

り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
親
し
み
を
持
っ
て

法
務
局
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
無
料

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
続
や
会
社
の
登
記
、
地
代
、
家
賃
、
隣

近
所
や
お
子
様
の
こ
と
な
ど
で
、
お
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
下
さ
い
。

日

時

平
成
十
八
年
二
月
十
九
日

午
前
十
一
時
～
午
後
四
時

開
設
場
所

ふ
れ
あ
い
健
康
館
二
階

第
二
会
議
室

徳
島
市
沖
浜
東
二
丁
目
十
六
番
地

相
談
内
容

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍

人
権
に
関
す
る
相
談
全
般

相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

徳
島
市
徳
島
町
城
内
六
番
地
六

０
８
８（
６
２
２
）４
１
７
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
二
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

二
月
の
活
動
内
容

７
日

節
分
（
ま
め
ま
き
）

み
ん
な
で
ま
め
ま
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

14
日

園
庭
解
放

自
由
に
室
内
外
で
遊
ぼ
う
。

21
日

新
聞
で
遊
ぶ

28
日

ひ
な
ま
つ
り
・
健
康
相
談

お
り
が
み
で
ご
っ
こ
遊
び
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４)

２
０
２
６

農
地
の
権
利
移
転
や

転
用
す
る
場
合
に
は

農
地
法
の

許
可
が
必
要
で
す
！

ほ
っ
ぺ
ん
ク
ラ
ブ
二
月
行
事

「
法
務
総
合
相
談

～
あ
な
た
の

く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～
」

の
開
設
に
つ
い
て

（申請書は農業委員会に備えてあります）



子
供
が
大
好
き
で
、
明
る
く
活
発
な
方
を

募
集
し
ま
す
。

給

料

時
給
六
五
〇
円
＋
諸
手
当

勤
務
時
間

通
常
保
育
日

月
～
金
曜
日
ま
で

十
二
時
～
十
八
時

一
日
保
育
日

土
曜
日
・
臨
時
休
校
日

十
時
～
十
八
時

※
長
期
休
暇
中
は
、
三
交
代
制
で
す
。

資

格
保
育
士
ま
た
は
、
教
員
免
許
を
有
す
る

方
。
も
し
く
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
研
修
等

を
修
了
さ
れ
て
い
る
方
。

職
務
内
容

子
供
の
世
話
と
、
宿
題
の
見
直
し
。
教

室
の
飾
り
つ
け
。
行
事
の
企
画
と
参
加
、

お
や
つ
（
又
は
、ラ
ン
チ
）
の
作
成
、
準

備
、
買
い
物
。
事
務
全
般
。
パ
ソ
コ
ン
入

力
、
各
種
研
修
会
の
受
講
、
他
。

毎
週
月
曜
日
～
水
曜
日

十
二
時
～
十
四
時

履
歴
書
を
持
参
の
上
、
ち
ゃ
い
る
ど
ク
ラ

ブ
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

ち
ゃ
い
る
ど
ク
ラ
ブ

（
２
）３
８
８
４

も
う
す
ぐ
入
学
式
で
す
ね
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
放
課
後
を
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？た

け
の
こ
ク
ラ
ブ
で
は
、
お
誕
生
会
・
手

作
り
お
や
つ
・
手
作
り
ラ
ン
チ
・
季
節
行
事

な
ど
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

一
度
「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」
に
遊
び
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
？
入
所
説
明
会
及
び
子
ど
も

半
日
体
験
を
次
の
通
り
に
い
た
し
ま
す
の
で

気
軽
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
長
児
の
幼
児
コ
ー
ス
の
方
の
募
集
と
土

曜
日
の
み
一
日
預
か
り
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日

時

二
月
十
八
日

十
三
時
～
十
六
時
ま
で

（
保
護
者
が
こ
ら
れ
な
く
て
も
お
子
様
だ

け
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。）

場

所

横
瀬
小
学
校
西
側

「
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
」

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
上
川
原
二
二

お
問
い
合
わ
せ

（
２
）２
０
５
５
（
指
導
員

前
田
・
坂
脇
）

（
２
）３
９
８
６
（
保
護
者
会
長

山
野
）

入
所
申
込
手
続
き

申
込
書
…
…
…
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ

申
込
締
切
日
…
平
成
十
八
年
三
月
末
日
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学
童
保
育

指
導
員
募
集

学
童
保
育

た
け
の
こ
ク
ラ
ブ

入
所
者
募
集
中

学
童
ク
ラ
ブ
員
募
集
中
！

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

学童クラブ名称 ちゃいるどクラブ たけのこクラブ

場 所 生比奈小学校東側 横瀬小学校西側

生 活 内 容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅（その他体力づくり、読み聞かせなど）

保 育 時 間
下校時～19:00 下校時～18:30

平 日

土曜・長期休暇・臨時休校日 ８:00～19:00 ７:30～18:30

休 日
日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月４日）

日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月３日）

保

育

料

平常保育
５･６･９･10･11･12月 ６,０００円/月 低学年 ７,０００円/月

高学年 ４，０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ６,０００円/月
高学年 ３,５００円/月

長期休暇を含む月
４･７･12･１･３月 ７,０００円/月 低学年 ８,０００円/月

高学年 ６,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ７,０００円/月
高学年 ５,５００円/月

長期休暇月 ８月 １０,０００円/月 １０,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童 ８,０００円/月

長期休暇のみ
夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

３,０００円
１０,０００円
３,０００円
５,０００円

４,０００円
１２,０００円
４,０００円
６,０００円

入 会 金 ３,０００円/人
申 込 先 各学童クラブ

申込 時間 帯 平日 13:00～16:00

問い合わせ先 ちゃいるどクラブ事務局
２－３８８４

たけのこクラブ事務局
２－２０５５

そ の 他 一時預かり（事前連絡必要：1,000円/日）
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国民年金だより

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」等
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

消
費
者
の
豆
知
識

商
品
で
被
害
を
受
け
た
ら
…
？

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
平

成
十
七
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
九
月
末
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
実
績
が
あ
る
方
に
は
、

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除

証
明
書
」
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁

か
ら
平
成
十
七
年
十
一
月
に
送
付
済
み

で
す
。
平
成
十
七
年
十
月
以
降
に
初
め

て
保
険
料
の
納
付
実
績
が
あ
る
方
に
は
、

本
年
二
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
等
の
手
続
き

の
際
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
国

民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
必

ず
こ
の
証
明
書
か
領
収
証
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
、

そ
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
の

控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申

告
手
続
き
の
際
に
、
ご
自
身
の
社
会
保

険
料
控
除
と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
に
は
ご
家
族
分

の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
の
添
付

が
必
要
で
す
。

な
お
、
控
除
証
明
書
の
再
発
行
等
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
電
話
番
号
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１

受
付
期
間

平
成
十
八
年
三
月
十
七
日
ま
で

受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相
談
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
の
ほ
か
全
国
二
十
三
か
所

の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中
央
年
金
相
談

室
の
電
話
番
号
に
電
話
を
お
か
け
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
拠
点
ご
と
の
電

話
番
号
を
二
つ
の
全
国
共
通
電
話
番
号

に
集
約
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り

効
率
化
を
図
る
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
次
の
番
号
に

お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
に
つ
い
て

０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の

年
金
相
談
に
つ
い
て

０
５
７
０（
０
７
）１
１
６
５

受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

国
民
年
金
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所

０
８
８(

６
５
２)

３
１
１
１

勝
浦
町
住
民
課
年
金
係

(

２)

１
５
０
１

(

持
参
物
…
年
金
手
帳
等)

ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

商
品
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
ケ
ー

ス
が
数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
自
転
車

の
前
輪
が
外
れ
て
転
倒
し
て
け
が
を
し

た
、
色
白
に
な
る
と
い
わ
れ
て
買
っ
た

化
粧
品
で
皮
膚
が
か
ぶ
れ
た
な
ど
で
す
。

こ
う
し
た
被
害
に
つ
い
て
救
済
を
受

け
る
と
き
特
に
問
題
に
な
る
こ
と
は

①
被
害
の
原
因
が
商
品
に
あ
る
か

②
被
害
の
損
害
額
は
い
く
ら
か

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
役
立
つ
の
が

証
拠
で
す
。

そ
れ
は
、
商
品
を
現
状
の
ま
ま
で
保

管
す
る
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
写

真
や
ビ
デ
オ
な
ど
に
撮
る
、
保
証
書
や

説
明
書
を
保
管
し
て
お
く
、
け
が
な
ど

を
し
た
と
き
は
病
院
の
診
断
書
を
も
ら

う
、
か
か
っ
た
費
用
の
領
収
書
を
も
ら

う
な
ど
で
す
。

救
済
機
関
と
し
て
は
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
や
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
裁
判
外
で
解
決
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
ま
た
自
転
車
、
医
薬
品
、
マ
ー

ク
付
（
ジ
ス
マ
ー
ク
等
）
商
品
な
ど
に

つ
い
て
は
賠
償
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
８
８
（
６
２
３
）０
６
１
１

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１
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国保と医療費

を
見てみましょう

国民医療費は高い状態が続いていますが、医療費が増える原因はいろいろありますが、

わたしたちが知らず知らずのうちに行っている医療の受け方が原因になっている場合が

あります。どういったことが医療費を増やす原因になっているのかを理解して、医療費

の節約に取り組みましょう。

制
度
別
に
見
た
１
人
当
た
り
診
療
費 １人当たりにかかった診療費を制度別に見てみると、退職者医療制度の診療費は一般の約２倍、

老人保険制度の診療費は一般の約４倍にもなり、高齢者になるほど１人当たりの診療費が高くな

ることがわかります。

医療費は高くなっているのでしょう？

〔医療機関へのかかり方〕
かぜなどの軽い症状にも

かかわらず、最初から大病

院で受診したり、同じ症状

でいくつもの医療機関にか

かると医療費がかさんでし

まいます。

〔社会の高齢化〕
医療を受ける回数や期間

が長い高齢者が増えたこと

によって、医療費も増えて

います。

〔生活習慣病の増加〕
日ごろの悪い生活習慣病が大き

な要因で起こる生活習慣病が増え

ています。これらの慢性疾患は治

療に長い期間がかかるため、医療

費がかさんでしまいます。

〔医療技術の進歩〕
新しい医療機器や新しい薬が開

発されたことでこれまで治療が難

しかった病気も治すことができる

ようになりましたが、治療にかか

る費用も増えています。

※平成14年度は減少していますが、これは患者負担の見直しなどがあったためで、依然として増加傾向にあります。

医療費の現状
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かたりあうページ

私
に
は
、
小
学
五
年
生
と
一
年
生

に
な
る
二
人
の
妹
が
い
ま
す
。
上
の

妹
は
、
活
発
で
明
る
く
て
お
し
ゃ
れ

が
大
好
き
で
す
。
下
の
妹
は
、
甘
え

ん
坊
で
要
領
が
よ
く
、
い
た
ず
ら
好

き
で
す
。
私
に
と
っ
て
二
人
と
も
大

切
な
妹
で
す
。

下
の
妹
は
四
千
百
五
十
グ
ラ
ム
で

生
ま
れ
た
大
き
い
赤
ち
ゃ
ん
で
し
た

が
、「
障
害
」
の
あ
る
体
に
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
面
会
に
行
く
と
ス
ヤ
ス

ヤ
眠
っ
て
い
て
、
私
に
は
ど
こ
が
悪

い
の
か
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
医
者
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
先
天

性
左
足
股
関
節
脱
臼
で
、
股
関
節
が

外
れ
て
い
る
た
め
、
左
足
を
う
ま
く

動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
当
時
の
私
に
は
、
脱

臼
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
か
な
り
ひ
ど
い
状
態
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

妹
は
生
ま
れ
て
か
ら
二
ヶ
月
で
入

院
し
て
、
そ
れ
か
ら
三
回
も
入
退
院

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
も
し
脱
臼
し

て
い
る
左
足
が
治
ら
な
か
っ
た
ら
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
不
安
に

な
っ
て
母
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
母

は
と
て
も
辛
そ
う
に
「
歩
く
こ
と
が

難
し
い
か
も
し
れ
ん
の
よ
。」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
の
頭

の
中
に
「
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
浮

か
び
ま
し
た
。

家
族
の
中
に
車
椅
子
を
使
う
人
が

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
か
に
出
か
け
る

と
き
も
車
椅
子
を
使
っ
て
、
私
が
押

し
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
周
り
の

人
達
は
ど
ん
な
目
で
私
達
を
見
る
の

だ
ろ
う
か
。
家
の
中
で
の
生
活
は･･･

。

そ
ん
な
不
安
と
恥
ず
か
し
さ
が
心
の

中
に
繰
り
返
し
出
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
妹
が
入
院
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
妹
の
入
院
中

に
、「
妹
に
早
く
治
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
願
い
か
ら
、
積
極
的
に
「
障
害
」

の
あ
る
人
が
書
い
た
本
を
読
ん
だ
り
、

テ
レ
ビ
番
組
を
見
た
り
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
重
度
の
「
障
害
」
が
あ
っ

て
も
懸
命
に
生
き
て
い
る
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
妹
が
入
院
し
て
い
る
時

の
家
事
な
ど
は
、
四
つ
下
の
妹
と
出

来
る
こ
と
を
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り

ま
し
た
。
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、
ご

飯
を
作
っ
た
り
す
る
の
は
想
像
以
上

に
大
変
な
仕
事
で
す
。
毎
日
仕
事
を

こ
な
す
母
を
改
め
て
尊
敬
す
る
と
と

も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
辛
い
生
活

を
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
妹
が
入
院
し
、

懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い
る
姿
を

見
た
か
ら
で
す
。
小
さ
な
体
で
リ
ハ

ビ
リ
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
の
は
、

本
当
に
辛
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
少
し
経
っ
て
、
妹
の
脱
臼
が
治
り
、

歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

そ
れ
以
来
、
私
は
、
学
校
の
道
徳

の
授
業
で
も
「
障
害
」
の
あ
る
人
や

体
の
不
自
由
な
人
な
ど
と
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

二
年
生
の
と
き
に
、
福
祉
体
験
学

習
で
町
内
の
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
の
日
は
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
日

で
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
来

て
い
ま
し
た
。
交
流
の
一
環
と
し
て

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
一
つ
で
も
、
お
じ
い

さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
は
元
気
に
、
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

交
流
し
た
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ

た
よ
う
な
気
が
し
て
、
と
て
も
楽
し

い
一
日
で
し
た
。
七
十
代
や
八
十
代

の
人
た
ち
は
、
私
の
知
ら
な
い
戦
争

も
体
験
し
て
い
ま
す
。
空
腹
に
耐
え

な
が
ら
成
長
し
て
き
た
こ
と
も
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
胸
が
苦
し
く
な
り

ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

ん
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
そ
ん
な
こ

と
を
全
然
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
生

き
て
い
る
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
か

と
い
う
こ
と
も
学
べ
ま
し
た
。
生
ま

れ
た
環
境
や
境
遇
が
違
っ
て
い
て
も
、

み
ん
な
大
切
な
一
つ
の
命
。
誰
一
人

と
同
じ
人
は
い
ま
せ
ん
。
考
え
方
も

違
う
し
、
性
格
も
違
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
み
ん
な
が
思
い
や
り
、
勇
気
を

持
っ
て
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
私
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
が
、
教
え
て
く
れ
る
コ
ー
チ
、

一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
仲
間
、
試
合
の

応
援
に
来
て
く
れ
る
両
親
な
ど
、
み

ん
な
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
バ
レ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に
一
人
で
は

で
き
な
い
も
の
だ
し
、
本
当
に
周
り

の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
っ

て
い
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
将
来
に
お
い
て
、
困

難
が
立
ち
ふ
さ
が
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
私
を
支
え
て
く
れ
る
周
り
の
人

を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
自
分
も

周
り
の
人
が
困
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り

し
て
い
る
時
に
友
だ
ち
を
支
え
ら
れ

る
強
い
人
間
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
私
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
妹
や
家
族
に
心
か
ら

「
あ
り
が
と
う
。」
と
言
い
た
い
で
す
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
一
人
の
た
め
に
。」

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

平
成
十
六
年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県

大
会
入
賞
作
品
集
よ
り

妹が教えてくれたこと
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初
市
の
ほ
ろ
酔
い
客
や
値
を
弾
み

北
陸
路
食
気
ば
か
り
の
旅
始
め

坂
本

板

東

征

二

初
旅
や
七
年
ぶ
り
に
靴
を
履
く

我
が
歳
を
初
湯
の
中
で
数
え
け
り

坂
本

中

山

治

初
旅
や
お
国
訛
り
の
囲
炉
裏
宿

初
市
や
年
季
入
り
た
る
競
り
の
声

坂
本

池

谷

武

久

初
旅
の
車
窓
に
拝
む
日
の
出
か
な

病
む
夫
も
喜
寿
を
迎
え
て
初
湯
か
な

坂
本

仙

才

良

子

香
煙
を
手
で
誘
い
込
む
初
大
師

初
旅
や
藤
村
ゆ
か
り
の
馬
籠
宿

坂
本

山

口

昭

市

「
霜
降
ら
ず
村
」
の
真
ん
中
初
大
師

初
湯
浴
ぶ
妻
の
背
な
ん
だ
か
痩
せ
た
よ
な

坂
本

新

居

雄

彦

御
詠
歌
の
リ
ズ
ム
よ
ろ
し
く
初
大
師

恙
な
く
古
稀
も
半な

か

ば
や
初
湯
旅

坂
本

新

居

晋

暑
に
寒
に
月
日
を
過
し
年
暮
る
る

川
普
請
人
声
高
し
枇
杷
の
花

坂
本

美

馬

直

枝

除
夜
の
鐘
撞
き
に
順
待
つ
壇
徒
た
ち

笹
鳴
や
中
学
校
の
見
ゆ
る
畑

三
渓

中

林

祥

子

残
照
の
連
山
見
ゆ
る
枯
野
原

芝
枯
の
未
だ
残
れ
る
濃
竜
胆

横
瀬

日
下
智
世
子

大
水
の
残
せ
し
長
洲
川
の
冬

寒
風
に
追
わ
れ
し
ま
ま
よ
鳥
の
影

生
名

石

田

白

萩

新
春
を
心
静
か
に
愛
を
待
つ

新
年
の
伝
統
行
事
忍
び
つ
つ

生
名

小

西

典

子

峡
の
灯
の
一
つ
が
残
り
冬
銀
河

傷
跡
を
庇
う

つ
き
寒
明
け
る

生
名

丸

山

香

月

雪
冠
の
牡
丹
の
花
芽
春
を
待
つ

少
女
払
う
長
き
ま
つ
毛
の
ぼ
た
ん
雪

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

来
る
年
の
幸
を
祈
り
て
煤
拂
ふ

孫
帰
省
る
鍋
を
囲
み
て
幸
祈
る

掛
谷

駒
津
こ
つ
ゆ

初
稽
古
か
ざ
す
扇
の
真
新
し

夢
見
て
か
孫
の
寝
顔
の
初
笑
い

沼
江

上

岡

久

子

ふ
と
思
い
落
葉
掻
き
分
け
福
寿
草

剪
定
に
追
わ
れ
日
の
欲
し
二
月
か
な

沼
江

福

田

房

子

背
を
少
し
伸
ば
し
て
映
す
初
鏡

雪
冠
り
車
ゆ
る
ゆ
る
通
り
け
り

沼
江

大

川

冨

美

病
室
の
秒
針
冬
の
夜
を
刻
む

新
築
や
初
湯
に
浮
ぶ
木
の
匂
い

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制

で
は
な
く
、
町
民
だ
れ
で
も
随
意

に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
作
品
に

優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削

等
も
一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

二
月
五
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

三
月
一
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

わ
た
し
の
作
品

第
十
回
新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展

～
即
席
書
写
大
会
成
績
表
～

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

大

宮

八

幡

神

社

賞

田

中

文

林

堂

賞

勝

浦

会

館

賞

勝
浦
郡
中
学
校
長
会
長
賞

勝

浦

町

教

育

長

賞

勝
浦
町
小
学
校
長
会
長
賞

勝

浦

郵

便

局

長

賞

東
と
く
し
ま
農
協
勝
浦
支
所
長
賞

徳
島
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
長
賞

新

春

大

賞

一

般

一

般

富
岡
東
高
校
一
年

勝

浦

中

三

年

勝

浦

中

一

年

横

瀬

小

六

年

生
比
奈
小
五
年

横

瀬

小

四

年

生
比
奈
小
三
年

生
比
奈
小
二
年

生
比
奈
小
一
年

一

般

阿
南
高
専
二
年

勝

浦

中

三

年

生
比
奈
小
六
年

稼

勢

千

尋

駒

津

夏

枝

市

川

裕

美

子

田

中

美

里

中

尾

陽

子

板

垣

麻

香

森

脇

滉

人

中

尾

愛

福

徳

結

花

森

脇

直

き

前

田

せ

り

な

湯

浅

弘

子

野

上

真

谷

口

由

莉

吉

岡

璃

緒

日
時

平
成
十
八
年
一
月
五
日

会
場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
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み ん な の 健 康

の保健行事 〈問い合わせ 役場福祉課保健師 （2）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

２ 木

健 康 相 談 ９:00～９:30

生名センター 住 民 健 康 手 帳介 護 教 室 ９:30～10:10

運 動 教 室 10:10～11:10

３ 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00
農村環境改善

セ ン タ ー

平成16年５月１日から

８月31日までに生まれ

た子

母子健康手帳

問 診 票

７ 火

健 康 相 談 ９:00～10:00

棚 野 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 10:00～11:00

９ 木

健 康 相 談 ９:00～10:30 掛 谷 集 会 所 住 民 健 康 手 帳

介 護 教 室 19:00～20:00 中 山 集 会 所 住 民

16 木 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

18 土 男 の 料 理 教 室 14:00～
農村環境改善

セ ン タ ー
会 員 エ プ ロ ン

21 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 勝 浦 病 院

平成17年９月１日から

12月31日までに生まれ

た子

母子健康手帳

24 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成16年11月１日から

平成17年４月30日まで

に生まれた子

母子健康手帳

２月 勝浦郡夜間救急当番表

２月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ２月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ２月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月６日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ２月20日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

２月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ２月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ２月24日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

２月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５ ２月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月14日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０ ２月28日 上 勝 診 療 所 ４－５０１０

平日：午後６時～翌朝午前９時 休日：午後７時～翌朝午前９時
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保 健 だ よ り

早めにお医者さんに受診しよう！
とにかく早めに治療をすることです。医療機関で受診し、安静にして休

養をとりましょう。とくに睡眠を十分にとることが大切です。

症状は鼻やのどだけにとどまらず、全身にわたっ

て重いのが特徴です。とくに高齢者や抵抗力の弱い

人がかかると肺炎などの合併症を招くなど重症化し

やすく、死亡するケースもあるので注意が必要です。

幼児では年間100～200人前後のインフルエンザ脳症

が発生しています。また、感染力が強く、爆発的に

流行します。

どう違うの？ インフルエンザとかぜ

重症化しやすい人はこんな人

高齢者・幼児・妊婦

慢性的に肺（呼吸器）や心臓に病気を持っている人

糖尿病や腎臓病の人

インフルエンザ か ぜ

感染力
人から人へ急速に広
がる。

だらだらと広が
ることが多い。

症 状

38～40度の高熱、悪

寒、頭痛、倦怠感
けんたいかん

な

どの全身症状を伴う。

鼻、のどなどにも症

状が出る。

主に鼻、のどな

どに症状があら

われ、発熱を伴

うこともある。

経 過
急激な高熱で発症す
る。

ゆっくりと経過
する。

①感染経路を断つ
インフルエンザは、感染者のせき、くしゃみなど

によって放出されたウイルスを、鼻腔
びくう

や気管など気

道に吸引することによって感染します。（これを飛
ひ

沫
まつ

感染といいます）。また、空気が乾燥すると、の

どの粘膜の防御機能が低下してウイルスに感染しや

すくなります。

・人ごみや繁華街への外出はできるだけ控える。

・外出時はマスクをする。

・外出後は手洗いとうがいをする。

・こまめに部屋を換気する。

・加湿器などで部屋に適度な湿度（50～60％）を保つ。

②抵抗力をつける
体力や抵抗力があればインフルエンザにかかりに

くくなります。

・十分な栄養と睡眠を心がけ、適度な運動をする。

③免疫をつける
ヒトの免疫機能を利用し、ワクチンを体内に入れ

ることによってウイルスや細菌などに対する抗体を

つくって感染を防ぐのがワクチン接種。世界で行わ

れている基本的な予防法です。インフルエンザもワ

クチンがあり、インフルエンザの重症化、死亡を予

防します。

かかったかな…
と思ったら？

インフルエンザは、気温が下がって空気が乾燥する冬になると流行し、毎

年100万人前後がかかっている感染症です。重症となったり死亡することも

あるため油断は禁物。正しい知識を身に付けてしっかりと予防しましょう。

“インフルエンザの予防”
～かからないよう注意しましょう！～

���予防の 原則
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２月 ガラス・ビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（21日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

第

四

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

２月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

第

四

月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

二
月
四
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

二
月
十
一
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

(

２)

１
５
０
１

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ

「勝浦を考える会」

最近、犬の飼い主の方のマナー
が悪くなってきています。飼い犬
の放し飼いや散歩中のフンの放置
はやめましょう。
今、飼い主のモラルが問われて

います。近隣や周囲の人に迷惑を
かけることなく楽しく快適にペッ
トと暮らすためにも、愛情と責任
を持って飼いましょう。

※登録している犬の場合は印鑑と
鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

２月７日

２月21日
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図書館だより

パリよ、こんにちは 林 真理子

道頓堀のさくら 山 本 一 力

天女湯おれん 諸 田 玲 子

最後の恋 阿川佐和子

英雄先生 東 直 己

わくらば日記 朱 川 湊 人

女郎蜘蛛 栗 本 薫

知恵伊豆と呼ばれた男 中 村 彰 彦

遮 断 古 処 誠 二

陽が開くとき 東 秀 紀

わたしの普段着 吉 村 昭

にんぷ読本 水 野 真 紀

即効！リンパ・マッサージ 森 柾 秀 美

手もみ・足もみ・ツボマッサージﾞ 邱 淑 恵

おとなのアトピー 江 藤 隆 史

たまひよ赤ちゃん子どものアトピー＆アレルギー

血糖値がみるみる下がる100のコツ 主婦の友社編

HELP！キレる子どもたちの心の叫び 青 木 和 雄

デトックス話題の毒出し健康法 デトックス研究会編

経皮毒 山 下 玲 夜

渡辺満里奈ピラティス道 川 名 昌 代

カウンセリング入門 河 合 隼 雄

ローワンと黄金の谷の謎 エミリー・ロッダ

〃 伝説の水晶 〃

〃 ゼバックの黒い影 〃

〃 白い魔物 〃

新着図書の一部紹介

★おはなし会

26日 午後２時から
図書館幼児室

小さなお子様を対象にし
た紙芝居の読み聞かせで

す。是非いらして下さい。

★県立図書館協力巡回日
○印（右記カレンダー）

★休館日
○印（右記カレンダー）

２月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関
横のブックポストに入れてください。

★ ２ 月 ★

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８

バットマン ビギンズ

コンスタティン

ブリジットジョーンズの日記

ボーン・スプレマシー

キングダム・オブ・ヘブン

香港国際警察

ナショナル・トレジャー

着信アリ

Mr.インクレディブル

トムとジェリーワイルド・スピード

ポーラ・エクスプレス

シャーク・テイル

ポケモン 裂空の訪問者デオキシス

ビデオの紹介

最近活字が見にくくなられたと
いう方に好評です。
文学・推理小説と揃っておりま

すので是非ご利用ください。

大活字本を御利用ください

図書館で読みたい本が見つからない時

は、予約・リクエストも受け付けており

ますので気軽に申し出てください！！
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日 時 場 所 備 考

２月３日

２月10日

２月17日

２月24日

13:00～16:30

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお
りますので、お気軽
にお問い合わせくだ
さい。 (2)4652

心配ごと相談 まちのうごき
平成17年12月16日～平成18年１月15日（敬称略）

人 口（平成17年12月31日現在）

世帯数 2,144戸

男性 3,140人

女性 3,391人

計 6,531人

出生 男 ０人 女 ３人 計 ３人

死亡 男 ５人 女 ２人 計 ７人

転入 男 ２人 女 ７人 計 ９人

転出 男 ７人 女 ６人 計 13人

北 野 勲 さん（沼江） 長 田 憲 明 さん（横瀬）

仲 田 弘 行 さん（横瀬） 山 口 均 さん（中角）

長 通 功 さん（中山）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

善意ありがとうございました
（12月16日～１月15日）

おくやみ申します

大字三溪字樫渕 長 田 安 弘（58歳）

大字坂本字旭 仲 田 市（76歳）

大字三溪字樫渕 河 村 和 美（74歳）

大字沼江字山路 立石ツネノ（96歳）

大字沼江字萩の谷 中野省二郎（87歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。
◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 午後 7:30～9:30

踊 り １ ・８ ・15 午後 2:00～4:00

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 13 ・27 午後 7:30～9:30

大正琴 ９ ・16 ・24
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

習 字 ３ ・10 ・17 午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

２月交流講座ご案内

ホームページアドレス
http://www.town.katsuura.tokushima.jp

E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

ご利用ください！

日 時 ２月９日 午前10時～午後３時

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ２月11日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ２月13日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

相談日 月曜日～金曜日 (土・日・祝日は休み)

時 間 午前８時30分～午後５時

場 所 徳島年金相談センター 088(655)5100

徳島市八百屋町３丁目26

大同生命徳島ビル３階

持参物 年金手帳・年金証書・基礎年金番号通知書等

休日年金相談

徳島年金相談センター

出張年金相談所

時間延長年金相談

ご結婚おめでとう

（ 大字生名字北

板野郡藍住町

樋 本 恭 朗
久 保 愛

お誕生おめでとう

大字沼江字西岡 ）山 西 信 也
京 子

二女 莉
まり

愛
あ

二男 晄
ひかる時 本 淳 之

貴実子 ）大字坂本字大伏尾

二男 侑
ゆう

真
ま谷 昌 典

佳 子）大字生名字石垣

〔お詫び〕 広報かつうら１月号において、成人
式を迎えられた大下ひとみ様のお名前が木下ひ
とみ様になっておりました。訂正してお詫びい

たします。
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